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IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:10000

RBBP8

RBBP8; CTIP; DNA endonuclease RBBP8; CtBP-interacting protein; CtIP; Retinoblastoma-
binding protein 8; RBBP-8; Retinoblastoma-interacting protein and myosin-like; RIM;
Sporulation in the absence of SPO11 protein 2 homolog; SAE2
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、普遍的に発現する核タンパク質です。細胞増殖を制御する網膜芽細胞腫タンパク質に直接結合するいくつかのタンパク質の中に含まれています。このタンパク質は転写コリプレッサーCTBPと複合体を形成します。また、BRCA1とも関連しており、転写制御、DNA修復、および/または細胞周期チェックポイント制御においてBRCA1の機能を調節すると考えられています。この遺伝子自体が、BRCA1と同じ経路で作用する腫瘍抑制因子である可能性が示唆されています。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。さらに多くの転写バリアントが存在しますが、それらの全長は未だ解明されていません。[RefSeq提供、2008年7月],機能：転写制御、DNA修復、および/または細胞周期チェックポイント制御においてBRCA1の機能を調節する可能性があります。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。電離放射線による過剰リン酸化は BRCA1 からの解離を引き起こす。,PTM:ユビキチン化; SIAH1 によって媒介され、その後プロテアソームによる分解を引き起こす。,細胞内局在:主に核内。,サブユニット:CTBP、BRCA1 の C 末端 (BRCT) ドメイン、および網膜芽細胞腫タンパク質と相互作用する。,
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	RBBP8抗体を用いたパラフィン包埋ヒト甲状腺組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

